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１ 群馬県教育ビジョンと令和７年度学校教育の指針
～家庭科の「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」 ～

２ 家庭科の「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント」設定
の背景

３ 「特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイントを
具現化するために～本日の授業を基に～

本日の内容

本日のまとめ
〇家庭科の学習過程に合わせて具体的な活動を考え、学習計画を立てる
○家庭科の「学習過程」ー「学習計画」ー「思考・判断・表現の評価」
は連動している



はじめに

１．群馬県教育ビジョン

エージェンシーを発揮する「自律した学習者へ」リーフレット



1．令和７年度学校教育の指針

・題材に応じて、問題を見いだす活動を
「見本の観察」「実際の試し」「生活場
面の想起」から選択する。
・題材の学習内容に合わせて、家庭・家庭
分野の学習過程を柔軟に変更する。

○生活の中から問題を見いだして
題材の課題を設定し、解決に向けた
学習計画を立てている。

家庭科

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 各教科等の授業づくりのポイント

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ

～特に現れてほしい子供の姿と授業づくりのポイント

題材の課題や学習計画を、児童生徒が していますか？
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本日の授業では･･･ A（２）
みどり市立笠懸中学校
成長の振り返りやアンケート結果をもとに、子供たちが
問題を見いだして課題を設定し、解決に向けた学習計画
を立てていた。

生徒が設定した課題
幼児も保護者も安心できるように、中学
生として地域の幼児とどのように関わる
とよいのだろうか。

【問題を見いだすための活動】
成長の振り返りと、生徒・地域の保護者
対象のアンケートによる生活場面の想起

対話
交流
・

自己
決定

幼児の事を理解して話したり遊
んだりできるようになりたいな

試行
錯誤

地域の方も私たちに関わっ
てほしいと思っているんだ
な

幼児と関わりたいけど関わり方
が分からないな

地域の幼児と接する
ためには・・

家族には迷惑をかけたけど、
いつも優しく見守ってくれ
ていたな。

＜中学生に期待すること＞



「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

本日の授業では･･･ A（２）

本時

・幼児の特徴
・家庭の役割 などを知る
・関わり方
・模擬触れ合い体験

保育園で幼児と関わる

題材全体の振り返り

＜幼児の生活と家族＞

生徒が設定した「題材の課題」と「学習計画」

基本型

生徒が立てた学習計画

対話
交流
・

試行
錯誤

自己
決定



２ 家庭科の「姿とポイント」設定の背景
◎現場の先生方の困り感解消のために、３年事業である授業改善PJで
授業改善のポイントを段階的に押さえたい

・全国的に先生方が困っ
ている課題設定の場面
を学校教育の指針で示
し、PJではその具体を
捉えやすいB⑸で示し
た。 ↓

・B⑸のように、ゴール
イメージを明確に持て
る題材での実践はでき
るが、それを他の題材
に当てはめるには、ま
だ壁がある。

【令和５年度（１年次）】 【令和６年度（２年次）】

・学校教育の指針の内容
は令和５年度から継続
する。

↓

【令和７年度（３年次）】

・学校教育の指針の内容
は微調整で継続する。

↓

・小学校C（１）の題材
で、「生活場面の想
起」から、課題設定の
場面の授業を公開。
中学校Aの内容でも同
じようにできるのか？

・中学校A(2)の題材で、
 「生活場面の想起」から 
課題設定・学習計画を
立てる場面の授業を
公開。



昨年度の取組（榛東村立南小学校）
アンケート結果をもとに問題を見いだし、子どもた
ちが課題を設定した

児童が設定した課題
自分や家族が使う物やお金を無駄にせず使う
ためには、どのように買い物をしたらよいの
だろうか。

・アンケート結果をもとに、問題を見いだし
て課題の設定をする姿や教師の手立てはよく
分かったし、実践できそう。 など

・「生活場面の想起」から課題を設定する他の題材

の課題設定の方法を知りたい。
・学習計画についてもっと知りたい。
・中学校Aの内容でも同じようにできるの？
・事前アンケートはどうやってつくるといいの？

C（1）物や金銭の使い方と買物
の題材における、課題の設定と

学習計画の設定を公開



幼児との関わりについて、「今の自分にできること」
「まだできないこと」「できるようになりたいこと」を
話し合う

３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

生活の中から問題を見いだすために・・・

具体的な生活場面の想起本時の授業では、

自分の成長について
地域の方の支え

自分の成長の振り返りやアンケート結果を基に、家族や地域の人に支えられ
て成長してきたことを伝え合う。

対話
交流
・ 自己

決定

どうして？ どうなればいい？



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

生活の中から問題を見いだすために・・・ 具体的な生活場面の想起

家族にインタビュー
↓

自分の成長を振り返る

子育て中の保護者の
思い・願いに触れる

（地域の保育園に協力依頼）

地域 中学生
アンケート

幼児との関わりについて、
自分たちの実態を捉える

家族
＜中学生に期待すること＞



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

これまでは、
自分へと向いていた矢印が・・

これからは、
自分から外へ向くように・・

家族 地域 家族 地域



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

【題材の課題】
環境に優しく、自分や家族が使いやすいオリジナルの
あずま袋を作るには、どうすればよいだろうか。

・基本のあずま袋の製作

・オリジナルのあずま袋の製作

・あずま袋の使用
・他の布製品を再利用した製作など

・題材全体の振り返り

＜生活を豊かにするものの製作＞
～あずま袋の例～

基本型

学習計画は、
学習過程の「基本型」に合わせると・・



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番） 「家庭で実践」

「振り返り」

＜調理のための食品の選択と購入＞

・食品の選択と購入
・生鮮食品の特徴 などを知る
・加工食品の特徴
・食品の保存と食中毒の防止

・日常食の調理
・調理と食品の購入

【題材の課題】
自分で安全でおいしい調理をするための食品選びをする
には、どうしたらよいだろうか。

・題材全体の振り返り

実習＝家庭実践型

「実習＝家庭実践型」に合わせると・・



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇家庭科の学習過程に合わせて具体的な活動を考え、学習計画を立てる



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

家庭科

今年度から「学習計画」を追加

学習計画は、
調理や製作の計画とは

違います！！

・やったことのない調理や製作などの
計画を子供が立てられるわけない
・それを子供が立てるってどういう
こと？



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

「課題」

「学習計画」

「試し」
（練習）

「実習」（本番）

「振り返り」

解決すべき課題
を設定する力

解決方法を検討
し、計画、立案
する力

評価・改善する
力

論理的
に表現
する力

＜学習過程＞ ＜思考・判断・表現＞

「家庭（地域）で実践」



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

「課題」

「試し」
（練習）

「実習」
（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

「学習計画」

解決すべき課題
を設定する力

解決方法を検討
し、計画、立案
する力

評価・
改善する力

論理的
に表現
する力

＜学習過程＞ ＜思考・判断・表現＞



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

「課題」

「試し」
（練習）

「実習」
（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

「学習計画」

解決すべき課題
を設定する力

解決方法を検討
し、計画、立案
する力

評価・
改善する力

論理的
に表現
する力

＜思考・判断・表現＞＜学習過程＞



３ 特に現れてほしい姿と授業づくりのポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇家庭科の学習過程に合わせて具体的な活動を考え、学習計画を立てる
○家庭科の「学習過程」ー「学習計画」ー「思考・判断・表現の評価」
は連動している
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